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Magnetic resonance imaging findings for discriminating clear cell carcinoma and endometrioid 
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論文審査の要旨

子宮内膜症関連卵巣癌 （Endometriosis-associated ovarian cancer 、以下EAOC ）には明細

胞癌（clear cell carcinoma 、以下CCC ）と類内膜癌（endometrioid carcinoma 、以下EC）が

多いが、 CCC は悪性度が高く、化学療法抵抗性の組織型であるため、両者を鑑別するこ

とは重要である。本研究では MRI 検査における CCC とEC の鑑別点を明らかにするこ

とを目的とし、 CCC52 例、 EC46 例を後ろ向きに検討した。 2群間で患者背景に有意差は

なかった。単変量解析では、結節の発育パターン（幅が広い結節／ポリープ様結節） 、結

節の連続性、結節表面の構造（平滑／整と粗雑／不整）、結節の幅、 結節の高さ／幅、腹水

の有無の6項目に有意差を認め、腫虜径と結節の高さには有意差を認めなかった。多変

量解析では、結節の発育ノミターンと結節の高さ／幅の 2項目に有意差を認め、これらが

CCC をECから鑑別するのに有用な項目であると考えられた。この形態的な相違はCCC

の発生には HNF ・1f3が、 EC の発生には ER が関与する発癌メカニズ、ムの違いが反映さ

れている可能性がある。

本研究は卵巣がんにおいてMRI 画像所見から組織型推定の可能性を示し、また腫蕩発

生機序への示唆に富むものであり、有意義な臨床研究と評価される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文と ともに女性生殖器病態制御医学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。
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